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ム摂動法である Noncrossing Approximation について解説している。特に、軌道自由度による近藤効果の解析方法に
ついて詳しく述べている。 
 ３．多重量子ドット系における軌道近藤効果を解析している。多重量子ドット系では、量子ドットそのものがあた
かも軌道自由度のように振る舞い、ドット間の電荷の揺らぎによって近藤効果がおこる。この近藤効果の幾何学的構
造に起因した輸送特性の磁場、ゲート電圧依存性を議論し、この近藤効果のメカニズムと輸送特性を明らかにしてい
る。 
 ４．単一量子ドット系での軌道近藤効果による輸送特性、特にコンダクタンスについて理論解析を行っている。２
軌道および３軌道を有する量子ドット系のコンダクタンスに特徴的な温度変化が現れることを示し、これがそれぞれ
の軌道近藤効果に特有のものであることを指摘している。さらに多数軌道の場合の性質を系統的に明らかにしている。
２軌道および３軌道近藤効果の解析結果は最近の実験事実をうまく説明している。 
 ５．単一量子ドット系の軌道近藤効果による輸送特性について熱起電力を中心に調べている。ここでは軌道分裂や
価数揺動による近藤ピークのシフトを反映した熱起電力の特性を明らかにしている。コンダクタンスと熱起電力の観
測を相補的に行うことで、量子ドット中の電子状態をより詳しく解明できることを指摘している。 
 以上のように、本論文は軌道縮退のある量子ドット系における電子相関と量子輸送現象について理論的に解析した
もので、基礎的な面のみならず、応用の面でも有益な知見を得ており、応用物理学、特に物性物理学に寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
